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心を無に保つ俺の耳に、次第に従者の声は聞こえなくなっていった。すると今度は、空か
ら不気味な声が響き渡ってきた。
「プーよ、私はおまえの先祖の霊じや～。試練の仕上げにおまえの足を折る。よいな?」
それが試練ならと、心で従った瞬間、バキッと鈍い音とともに、足に激痛が走った。
苦痛の中で、心を平静に保とうとしている俺に再び霊が語りかけてきた。
「今度は、その体をバラバラに裂き、心をも奪うぞ。おまえは四肢をもがれて転がる物とな
るが、よいかな?それとも、私と戦うか?
●戦う30ヘ●そのままでいる…
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しばらく道を進んでいくと、急にこじんまりとした集落に出た。集落の入口には看板が立
っていて、『ハッピーハッピー村』と書かれていた。おかしなことに、この村の建物はすべて
青色。全部が青ってのもなんだか気味が悪い。通りかかった人に話を聞いてみても……
「ハッピーハッピー教の教えを守っていれば、世界は平和になるんだよ。だからすべてのも
のは青色でなければならないんだよ」
「本当にカーペインター様のお話はすばらしい。やっぱり神様の啓示を受けた人は違う。カ

